
令和 3 年 3 月

令和 2 年度 令和 11 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

② 使　用　料

3,564 円 4,220 円

3,564 円 4,220 円

3,564 円 4,300 円令和元年度 令和元年度

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。

*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

業 務 用 使 用 料 体 系 の

概 要 ・ 考 え 方
業務用使用料体系の設定なし

そ の 他 の 使 用 料 体 系 の

概 要 ・ 考 え 方
無し

条 例 上 の 使 用 料 *2

（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成30年度 実 質 的 な 使 用 料 *3

（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成30年度

平成31年度 平成31年度

処 理 場 数 2処理場（月浄化センター・川角浄化センター）

広域化・共同化・最適化

実施状況*1

広域化・共同化:近隣自治体との距離もあり接続は困難であるため未検討です。
最適化：隣接する農業集落排水事業との統廃合は高低差の関係から難しいと考えます。
　　　　　また、未整備地域については、平成28年2月全県域汚水適正処理構想見直しにより、コストを比較
　　　　　し、今後単独処理で推進することとしました。

*1　「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。
　　 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進するための計画に基づき実施する施
設の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指す。
　　 「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理区の統廃合を含む。）、
③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。

一 般 家 庭 用 使 用 料 体 系 の

概 要 ・ 考 え 方

・基本料金1,600円＋10㎥を超える水量につき170円/㎥簡易水道使用水量により算定する。
　簡易水道を使用しない場合は、世帯員一人につき6㎥、簡易水道とそれ以外を併用する場合は、簡易水道使用
水量＋世帯員一人につき3㎥として算定する。

非適用

処 理 区 域 内 人 口 密 度 7.86人/ha
流 域 下 水 道 等 へ の

接 続 の 有 無
無し

処 理 区 数 2処理区（月処理区・川角処理区）

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

事業の現況

供 用 開 始 年 度

（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

川角処理区
　平成13年度（19年経過）
月処理区
　平成17年度（15年経過）

法適 （全部適用・一部適用）

非 適 の 区 分

別添２－1

東栄町農業集落排水事業経営戦略

団 体 名 ： 東栄町

事 業 名 ： 農業集落排水事業



③ 組　織

（２）民 間 活 力 の 活 用 等

（３）経営比較分析表を活用した現状分析

２．将来の事業環境

（１）

（２）

　処理区域内人口の減少とともに、有収水量も減少しており、令和元年度実績で20,687m3となっています。
　処理区域内人口の減少に比例して、有収水量も減少するものとし、令和11年度で19,800m3、令和31年度で14,850m3と想定しています。

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

別表のとおり。

処理区域内人口の予測

　行政区域内人口の減少とともに、処理区域内人口も減少傾向にあり、令和元年度の処理区域内人口は264人となっています。
　今後も同様の傾向が続くと考えられますが、処理区域内人口の減少率は、行政区域内人口の減少率とほぼ同等と想定しており、令和11年度の
処理区域内人口は230人と想定しており、令和31年度では170人としています。

有収水量の予測

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用

　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）　*4

　エネルギー利用投資に見合う収益が確保できるかを調査し、効果が認められる場合
は導入を検討します。

 イ　土地・施設等利用

　　　（未利用土地・施設の活用等）　*5

　未利用土地・施設については、現時点ではありませんが、今後発生した場合には、
有効な活用方法を検討します。

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。
*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託

　　　（包括的民間委託を含む）
　施設の運転管理及び水質検査を民間に委託しています。

 イ　指定管理者制度
　現時点で指定管理者制度は活用していませんが、費用対効果を検証し、コスト削減
やサービス向上につながるようであれば活用を検討します。

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ
　委託可能な業務が少量であるため、費用対効果が見込めないと判断されるため活
用していません。

職 員 数

事業課　　10名
　　うち　課長　1名
　　　　  上下水道係長　1名
　　　　　上下水道係　 　3名

事 業 運 営 組 織
　平成28年度より、水道課と建設課を統合して事業課とするとともに、水道係と下水道係を統合し、上下水道係に
再編しました。



（３）

（４）

（５）

３．経営の基本方針

組織の見通し

　基本的には、現状組織のまま運営を行う予定です。

　本町の下水道事業は、公共用水域の水質保全や生活環境の改善を図ることを目的に、農業集落排水事業として計画的に整備を進めてきまし
た。農業集落排水事業は、清潔で快適な住みよい生活環境と豊かな自然を守るために必要不可欠なものであり、今後も持続的に安定したサービ
スを提供する必要があることから、以下の基本方針のもと取り組んでいきます。

　整備の完了した区域においては、水洗化率の向上に向けた加入促進を図り、未接続世帯を解消するための啓発活動に努めます。

　汚水処理施設の機能維持・向上を図るため、適切な維持管理に努め、経営の合理化を推進します。また、最適整備構想を策定しており、施設
の計画的な更新を行います。

　令和5年4月1日に、地方公営企業法の適用を受けることにより、より適切な事業運営を図り、透明性を持った事業経営を行います。

使用料収入の見通し

　使用料収入についても、処理区域内人口の減少及び有収水量の減少により、令和元年度実績で4,452千円となっており、将来的には、令和11
年度で4,158千円、令和31年度で3,119千円と想定しています。

施設の見通し

　管渠の面整備及び処理場整備は完了しており、今後は、最適整備構想による改築・更新となります。



４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

※ 赤字がある場合には（３）において、その解消方法が示されていることが必要

① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

〇職員給与費に関する事項
　令和2年度予算を基に、令和3年度以降は同額を計上しています。
〇動力費、薬品費、修繕費、委託費に関する事項
　職員給与費と同様、令和2年度予算額を基に、令和3年度以降は同額を計上しています。

目

標

〇管渠、処理場等の更新に関する費用
　施設は供用開始後21年が経過し、機器類の故障が心配されるため、平成30年度に最適整備構想を策定し、令
和4年度より、本計画に基づいた改築・更新を行います。

【年度ごとの事業費及び財源内訳】

目

標

〇接続率の向上を推進し、使用料の増収に努めます。
〇最適整備構想に基づき、効率的な改築・更新を行います。

〇建設財源については、上表のとおりであり、国庫補助金及び起債を見込んでいます。
〇使用料収入の見通し、使用料の見直しについては、処理区域内人口の減少により使用料収入が減少することは明白であり、
　今後、収支バランスを見ながら使用料の見直しを検討します。
〇一般会計繰入金については、当面のところ、収益的収支による不足額に対して充当します。

投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明



（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況
*　処理区ごとに考え方が異なる場合は、処理区ごとに記載すること

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

その他の取組 　水洗化率の向上及び使用料の収納率向上に努めます。

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、

改 定 等 に 関 す る 事 項

　本経営戦略の進捗状況について、PDCAサイクル（Plan：計画、Do：実施、Check：検証、Action：見直
し・改善）の考え方に基づいたフォローアップを行い、経営指標により達成状況を確認、計画と実績との
乖離が生じた場合はその原因を分析し、必要に応じて本経営戦略の見直しまたは改善検討を行いま
す。

薬品費に関する事項 　動力費と同様、最適整備構想に基づく改築・更新により、コストダウンを図っていきます。

修繕費に関する事項
　機器類の更新や修繕が見込まれるため、予防的側面から修繕を行い費用の平準化（最小
化）を図ります。

委託費に関する事項 　職員の適切な配置により、委託費の見直しも検討していきます。

民間活力の活用に関する事項

（包括的民間委託等の民間委託、指定管理者制

度、PPP/PFIなど）

　当面のところ、現状通りとします。

職員給与費に関する事項 　業務内容等に注視し、適切な職員数の配置に努めます。

動力費に関する事項
　施設機械も老朽化が進み、過負荷による動力費の増が見込まれるため、最適整備構想等
を活用し、コストダウンを図っていきます。

使用料の見直しに関する事項
　人口減少により収入の増加は見込めないため、今後の推移によっては使用料の見直しの
検討も必要と考えます。

資産活用による収入増加

の取組について
　無し。

その他の取組 　無し。

投資の平準化に関する事項 　投資・財政計画には、最適整備構想に基づき、事業を実施します。

民間活力の活用に関する事項

（PPP/PFIなど）
　当面のところ、現状と同様とします。

その他の取組 　無し。

 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合に

は、赤字の解消に向けた取組の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。

*　（１）において黒字の場合においても、投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その
内容等を記載すること。

広域化・共同化・最適化に関する事項
　今後、人口減少に伴い処理能力に余剰が生じた場合、施設の統廃合などダウンサイジン
グについても検討します。



様式第2号（法非適用企業） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円，％）
年　　　　　　度 平成30年度 令和元年度

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ）

1 (A) 26,496 23,309 15,903 15,120 14,912 14,912 14,912 14,912 14,912 14,704 14,704 14,704

（１） (B) 4,510 4,452 4,535 4,575 4,367 4,367 4,367 4,367 4,367 4,159 4,159 4,159

ア 4,510 4,452 4,534 4,574 4,366 4,366 4,366 4,366 4,366 4,158 4,158 4,158

イ (C)

ウ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

（２） 21,986 18,857 11,368 10,545 10,545 10,545 10,545 10,545 10,545 10,545 10,545 10,545

ア 17,986 18,557 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652

イ 4,000 300 1,716 893 893 893 893 893 893 893 893 893

２ (D) 18,994 15,251 25,705 16,589 16,444 16,321 16,195 16,102 15,990 15,852 15,715 15,608

（１） 17,128 13,510 23,680 14,631 14,631 14,631 14,631 14,631 14,631 14,631 14,631 14,631

ア 4,060 4,202 4,815 4,815 4,815 4,815 4,815 4,815 4,815 4,815 4,815 4,815

イ 13,068 9,308 18,865 9,816 9,816 9,816 9,816 9,816 9,816 9,816 9,816 9,816

（２） 1,866 1,741 2,025 1,958 1,813 1,690 1,564 1,471 1,359 1,221 1,084 977

ア 1,866 1,741 1,613 1,542 1,416 1,293 1,167 1,074 962 843 706 599

イ 412 416 397 397 397 397 397 378 378 378

３ (E) 7,502 8,058 △ 9,802 △ 1,469 △ 1,532 △ 1,409 △ 1,283 △ 1,190 △ 1,078 △ 1,148 △ 1,011 △ 904

1 (F) 17,842 9,638 27,834 31,817 56,834 46,886 40,922 27,143 36,132 46,428

（１） 5,400 3,000 4,000 11,000 8,000 7,000 3,000 6,000 9,000

（２） 12,442 9,638 15,604 16,457 16,724 16,876 16,172 16,333 15,222 14,708

（３）

（４）

（５） 9,230 11,360 29,110 22,010 17,750 7,810 14,910 22,720

（６）

（７）

２ (G) 7,786 7,911 8,040 8,169 26,302 30,408 55,551 45,696 39,844 25,995 35,121 45,524

（１） 18,000 21,000 46,000 36,000 30,000 16,000 26,000 37,000

（２） (H) 7,786 7,911 8,040 8,169 8,302 9,408 9,551 9,696 9,844 9,995 9,121 8,524

（３）

（４）

（５）

３ (I) △ 7,786 △ 7,911 9,802 1,469 1,532 1,409 1,283 1,190 1,078 1,148 1,011 904

そ の 他

資
本
的
支
出

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

地 方 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

他 会 計 へ の 繰 出 金

そ の 他

う ち 一 時 借 入 金 利 息

そ の 他

収 支 差 引 (A)-(D)

そ の 他

営 業 外 収 益

他 会 計 繰 入 金

そ の 他

資
　
本
　
的
　
収
　
支

資
本
的
収
入

資 本 的 収 入

地 方 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 補 助 金

他 会 計 借 入 金

固 定 資 産 売 却 代 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

工 事 負 担 金

収 支 差 引 (F)-(G)

令和11年度

収
　
益
　
的
　
収
　
支

収
益
的
収
入

総 収 益

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

収
益
的
支
出

総 費 用

営 業 費 用

職 員 給 与 費

う ち 退 職 手 当

そ の 他

令和8年度 令和9年度 令和10年度

営 業 外 費 用

支 払 利 息



様式第2号（法非適用企業） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円，％）
年　　　　　　度 平成30年度 令和元年度

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ）
令和11年度令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

(J) △ 284 147

(K)

(L) 2,459 2,177 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324

(M)

(N) 2,175 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324

(O)

(P) 2,175 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324 2,324

(Q)

(Q)

(B)-(C)

(A)

(D)+(H)

(S) 4,510 4,452 4,535 4,575 4,367 4,367 4,367 4,367 4,367 4,159 4,159 4,159

（T)

(U)

(V)

(W)

(X) 109,762 101,851 107,112 98,942 93,640 87,568 88,351 85,985 82,467 74,796 70,916 70,525

○他会計繰入金 （単位：千円）

年　　　　　度 平成30年度 令和元年度

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ）

17,986 18,557 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652

9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652 9,652

8,334 8,905

12,442 9,638 15,604 16,457 16,724 16,876 16,172 16,333 15,222 14,708

12,442 9,638 15,604 16,457 16,724 16,876 16,172 16,333 15,222 14,708

17,986 18,557 22,094 19,290 25,256 26,109 26,376 26,528 25,824 25,985 24,874 24,360

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金
合 計

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

収 益 的 収 支 分

地 方 債 残 高

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

健全化法施行令第16条により算定した
資 金 の 不 足 額
健全化法施行規則第６条に規定する
解 消 可 能 資 金 不 足 額
健全化法施行令第17条により算定した
事 業 の 規 模
健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（T）/（V）×100)

他 会 計 借 入 金 残 高

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (B)-(C)

地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

((R)/(S)×100)

59 61

地方財政法施行令第 16条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

(R)

47 61 60 58 58 58収 益 的 収 支 比 率 （ ×100 ） 99 101

赤 字 比 率 （ ×100 ）

58 57

前 年 度 繰 上 充 用 金

形 式 収 支 (J)-(K)+(L)-(M)

翌 年 度 へ 繰 り 越 す べ き 財 源

実 質 収 支 黒 字

(N)-(O) 赤 字

収 支 再 差 引 (E)+(I)

積 立 金

前年度からの繰越金


